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事業者 及び代表者名

株式会社 サンレックス

代表取締役　　三浦 桂路

所在地

静岡県浜松市西区入野町88-1

静岡県袋井市大野178

静岡県浜松市北区大原町254

静岡県掛川市西大渕6333

静岡県浜松市北区引佐町井伊谷500

【高塚工場（倉庫）】 静岡県浜松市南区高塚町86

【第一工場（倉庫）】 静岡県浜松市南区高塚町4363

環境管理責任者の氏名・連絡先

大河内　雄太　（053-447-1821)

猿渡　園実 　 （同上）

事業内容

自動車・オートバイ部品の精密切削加工

レポートの運用期間

2023年1月1日　～　2023年3月31日

登録の対象組織

株式会社 サンレックス

全工場・全組織

自動車・オートバイ部品の精密切削加工

【環境管理責任者】

【登録事業者】

【対象事業所】

【活動】

会社概要

【引佐工場】

【大須賀工場】

【大原工場】

【浅羽工場】

【本社工場】

【環境事務局】

中心の大きな円は太陽を、

3つの楕円はそれぞれ経営の精神を表現し、

SUNREXの頭文字である"S"の文字を形どっています。

コーポレートマーク

サスペンションアームケースデファレンシャル ベベルピニオン ギアファイナル

※大須賀工場と引佐工場は他社様の構内企業の為

データ取りが不可。活動のみを行う。
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【環境理念】

【環境方針】

1. CO2削減排出量削減活動に取り組みます。

2. 廃棄物の削減に取り組みます。

3. 水使用量の削減

4. 化学物質の使用量の把握と使用量の削減に努めます。

5. 製造技術や良品化への向上を目指し、環境に配慮したモノ作りに努めます。

 ・環境負荷の低い設備（騒音・振動・省エネ）を積極的に使用します。

6. 事業活動に関連する安全衛生 及び 環境関連法規を遵守します。

7. 5Ｓ活動を継続的に行い、安全で働きやすい環境の構築に努めます。

8. 顧客や粗材メーカーとの環境コミュニケーションを図り、環境保全に努めます。

9. 環境経営方針を全従業員に周知すると共に、研修・教育・訓練を行い、

全従業員の環境保全に向けた意識の向上に努めます。

10. 環境経営の継続的改善

・現状に満足することなく、継続的改善の実施を続けます。

代表取締役社長 　三浦 桂路 

株式会社サンレックス

制定年月日　　　　２０２２年１１月１５日

　当社は環境理念に基づいた環境経営システムを構築し、環境負荷を軽減すると共に

環境に配慮した継続的な改善活動を展開いたします。

・使用エネルギー（電力・ガソリン・LPガス・灯油）の削減に努めます。

・社内のペーパーレス化を推進し、紙の使用量の削減を図ります。

・工程内不良の削減に努め、廃油排出量の削減に努めます。

・節水に努め、水使用量の削減をします。

環境経営方針

　株式会社サンレックスの全従業員は、本業である自動車部品の加工製造業務を通じて、

地球温暖化問題への取り組みや環境活動に自主的・積極的に取り組みます。

短時間で良い製品を作り出し、顧客様にとって安定した調達先であり続けることが

一番の環境対策と考えて、従業員一丸となって継続的に改善活動に取り組んでまいります。
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実施体制

〈関係者の権限と役割〉

社長

① 環境経営全般に関する責任と権限

② 環境方針の制定 又は 改訂と社員への周知

③ 環境管理責任者の任命

④ 実施体制の構築

⑤ 経営における課題とチャンスを整理し、明確にする

⑥ 全体の評価と見直し

⑦ 効率的な実施体制の構築と全従業員への周知

⑧ EA21の環境経営システムの運用の為に必要となる経営資源

（人・もの・資金・情報など）を用意する

環境管理責任者

① 環境経営活動の推進と運用管理

② 環境経営目標 及び 環境経営計画の作成

③ 取組状況の社長への報告

④ 環境経営レポートの作成

⑤ 環境上の緊急事態の想定と対応策の作成と訓練の実施

EA21事務局

① 全工場の環境負荷データ等の集計

② 環境負荷 及び 環境への取組 の自己チェックの実施

③ 環境関連法規等の遵守状況チェック

④ 文書・記録の管理

⑤ 環境管理責任者の補佐と取組状況の報告

各部門

① 環境経営計画の実施と報告

② 部門の問題点把握と是正処置対策の実施と報告

③ 部門取組状況の事務局への報告

④ 部門の従業員教育

倉庫 他社 構内企業

※大須賀工場と引佐工場は他社様の構内企業の為

データ取りが不可。活動のみを行う。

総務課
生技

保全
品証課管理課

引佐工場浅羽工場本社工場

第一工場

高塚工場

環境管理責任者

代表取締役

社長

事務局

生産本部

大須賀工場大原工場
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1.運用期間中（2023年1月～2023年3月）の環境経営目標

基準期間

2022年1月

～2022年3月

基準値 目標削減率 目標値

CO2 総排出量 kg-CO2 687,066 -1% 680,195

電力 kWh 1,605,228 -1% 1,589,176

ガソリン ℓ 2,736 -1% 2,709

LPガス kg 20.3 適正に使用する

灯油 ℓ 16.3 適正に使用する

産業廃棄物（廃油） kg 18,340 -1% 18,157

一般廃棄物 kg 未把握 現状把握

㎥ 703 -1% 696

適正に管理した 適正に管理する

コミュニケー

ションを図った

コミュニケー

ションを図る

件 未実施 1

【備考】

2.「一般廃棄物」は過去実績がないため、2023年1月から計測を開始し、2023年4月以降の数値目標を設定する。

3.「化学物質」はSDSで確認し、使用があれば適正に管理する。

2.中長期の環境経営目標

基準年度

2021年4月 2023年4月 2024年4月 2025年4月 2026年4月

～2022年3月 ～2024年3月 ～2025年3月 ～2026年3月 ～2027年3月

基準値 目標削減率 目標削減率 目標削減率 目標削減率

CO2 総排出量 kg-CO2 2,783,307 -2% -3% -4% -5%

電力 kWh 6,507,157 -2% -4% -5% -6%

ガソリン ℓ 10,175 -1% -2% -3% -4%

LPガス kg 44.8 適正に使用する

灯油 ℓ 76.3 適正に使用する

産業廃棄物（廃油） kg 81,811 -1% -2% -3% -4%

一般廃棄物（可燃・不燃） kg 未把握 -1% -2% -3% -4%

㎥ 3,102 -1% -2% -3% -4%

適正に管理した 適正に管理する

コミュニケー

ションを図った
コミュニケーションを図る

件 未実施 2件 4件 5件 6件

【備考】

2.「一般廃棄物」は過去実績がないため、2023年1月から計測を開始し、2023年4月以降の数値目標を設定する。

　　　2023年1月～3月の実績が可燃物：2008.5kg,  不燃物：271.2kgで 合計：2279.7kgとなった。

3.「化学物質」はSDSで確認し、使用があれば適正に管理する。

環境経営目標

項目 単位

目標年度

単位

運用期間

～2023年3月

2023年1月

水使用量

廃棄物

削減

メーカーとの環境コミュニケーション

環境経営周知の為の社員教育

項目

化学物質

内訳

1.「使用電力」のCO2排出係数は、電気事業者別排出係数（特定排出者の温室効果ガス排出量算定用）－R2年度実績－ R4.1.7環境省・経済産業省公表

      に基づき、中部電力㈱の調整後排出係数0.424（kg-CO2）を使用。

1.「使用電力」のCO2排出係数は、電気事業者別排出係数（特定排出者の温室効果ガス排出量算定用）－R2年度実績－ R4.1.7環境省・経済産業省公表

      に基づき、中部電力㈱の調整後排出係数0.424（kg-CO2）を使用。

環境経営周知の為の社員教育

内訳

廃棄物

削減

水使用量

化学物質

メーカーとの環境コミュニケーション
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運用期間：

1月 2月 3月

間引き照明の実施 全員

大原工場のLED化を図る 保全課

5S活動の実施 全員

デンマンド監視でピークシフトを実施する 保全課

空調機のフィルターの定期清掃（3か月に1回） 総務課 3月実施

エアコンの設定温度を冬季20℃・夏季28℃に設定（周知） 総務課

不必要なアイドリングの禁止 全員

急発進・急加速の禁止 生産本部

運転日報（日常点検表）の記載 生産本部

始業前点検記録表の記載 生産本部

安全運転講習で省エネ運転の教育実施 総務課 2月実施

会議用資料や議事録は書面で管理せず、メールでやり取りする 環境管理責任者

コピー用紙の両面使用 総務課

封筒の再利用 総務課

一般廃棄物の重量測定・記録を行い、廃棄物削減を意識付ける 環境管理責任者

電子帳票化へ向けてメーカーと打ち合わせ 環境管理責任者 1月実施

紙コップの使用削減の呼びかけ表示をする 総務課

ペーパータオル使用削減の呼びかけ表示をする 総務課

会議用資料の電子化を行い、ペーパーレス化を実施 環境管理責任者

設備の油漏れ改善を行い、使用作動油の削減を試みる 生技・保全課

工程の見直しを行い、工程内不良削減による排出廃油の削減を図る 製造課・生技課

水使用削減 節水呼びかけの表示をする 総務課

粗材メーカーと材料不良発生に対するコミュニケーションを取る 品証課 1月実施

顧客と製品荷姿（収容数）についてのコミュニケーションを取る 管理課 2月実施

使用化学物質のSDS入手と保管 事務局

購入量・使用量の把握 事務局

コンプレッサーの変更（インバータ管理機） 保全課 1月実施

レイアウト見直しによる電力使用量の削減 生技課

コンプレッサーの届出（騒音規制・振動規制） 保全課

環境事故発生時の訓練の実施 生産本部 3月実施

環境経営方針の周知の為、社員教育を計画する 環境管理責任者 1月実施 2月実施 3月実施

環境

コミュニケーション

化学物質

環境に配慮した

モノ作り

環境経営

環境経営計画 

省

エ

ネ

(

排

出

C

O

2

の

削

減

）

工場

事務所

社用車

リフト

省

資

源

化

廃棄物

削減

2023年1月～2023年3月

区分 具体的な取組内容 責任者
スケジュール
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1.運用期間中（2023年1月～2023年3月）の環境経営目標の実績

基準期間

2022年1月

～2022年3月

基準値 目標削減率 目標値 実績 削減比率 評価

CO2 総排出量 kg-CO2 687,066 -1% 680,195 699,706 2% ×

電力 kWh 1,605,228 -1% 1,589,176 1,642,000 2% ×

ガソリン ℓ 2,736 -1% 2,709 1,492 -45% ○

LPガス kg 11.1 適正に使用する 適正に使用した ー ○

灯油 ℓ 16.3 適正に使用する 適正に使用した ー ○

産業廃棄物（廃油） kg 18,340 -1% 18,157 22,470 23% ×

一般廃棄物（可燃・不燃） kg 未把握 現状把握 2,280 ー ○

㎥ 703 -1% 696 1,037 48% ×

適正に管理した 適正に管理する 適正に管理した ー ○

コミュニケー

ションを図った

コミュニケー

ションを図る
1 ー ○

件 未実施 1 3 ー ○

単位

運用期間

2023年1月

～2023年3月

メーカーとの環境コミュニケーション

環境経営周知の為の社員教育

内訳

廃棄物

削減

水使用量

化学物質

運用期間

～2023年3月

2023年1月

環境経営目標の実績

項目

　CO2総排出量の目標を680,195に設定して活動をしてきたが、結果は699,706となり+2％の増加となった。

   【評価と反省】　　

基準期間よりも仕事量が多く、稼働時間も増加したことで使用電力量が増えてしまったことが主な原因と

考えられる。今後は製品1個当たりのCO2排出量を指標とし、仕事量の増減に関わらず活動の成果が

要因と考えられる。灯油とLPガスは使用量が少ないため、今後も適正使用する。

　一般廃棄物の計測を開始し3か月間の実績を算出することができた。今後は主に紙類の廃棄量を減らせるように

周知・対策を徹底させる。

しかし、仕事量が多くても、良品を短時間で製造することで使用電力を抑えることは可能である。

分かるようにしていく。

作業工程の見直しでサイクルタイム短縮を図ることや、加工不良を1つでも少なくすることでCO2削減と

産業廃棄物（廃油）削減・水使用量の削減に努める。

　ガソリンの使用量が大幅に削減されたことは、フォークリフトの動力をガソリンから電気に変更した事が

P6



間引き照明の実施 △

大原工場のLED化を図る ○

5S活動の実施 ○

デンマンド監視でピークシフトを実施する ○

空調機のフィルターの定期清掃（3か月に1回） ○

エアコンの設定温度を冬季20℃・夏季28℃に設定（周知） ○

不必要なアイドリングの禁止 ○

急発進・急加速の禁止 ○

運転日報（日常点検表）の記載 ○

始業前点検記録表の記載 ○

安全運転講習で省エネ運転の教育実施 ○

会議用資料や議事録は書面で管理せず、メールでやり取りする ○

コピー用紙の両面使用 ○

封筒の再利用 ○

一般廃棄物の重量測定・記録を行い、廃棄物削減を意識付ける ○

電子帳票化へ向けてメーカーと打ち合わせ ○

紙コップの使用削減の呼びかけ表示をする ○

ペーパータオル使用削減の呼びかけ表示をする ○

会議用資料の電子化を行い、ペーパーレス化を実施 ○

設備の油漏れ改善を行い、使用作動油の削減を試みる ○

工程の見直しを行い、工程内不良削減による排出廃油の削減を図る ○

水使用削減 節水呼びかけの表示をする ○ 多言語表記にした 継続

粗材メーカーと材料不良発生に対するコミュニケーションを取る ○

顧客と製品荷姿（収容数）についてのコミュニケーションを取る ○

使用化学物質のSDS入手と保管 ○

購入量・使用量の把握 ○

コンプレッサーの変更・管理（インバータ管理機） ○

レイアウト見直しによる電力使用量の削減 ○

コンプレッサーの届出・変更届（騒音規制・振動規制） ○

環境事故発生時の訓練の実施 ○

環境経営方針の周知の為、社員教育を計画する ○

継続

継続

継続

環境経営計画の取組結果とその評価 及び次年度の目標

継続

継続

継続

継続

継続

計画的に実施できた。

間引き照明については

「多言語化」が必須

社員への周知を徹底。

表示数を増やし、

大きく表示した。

社内会議ｵﾝﾗｲﾝ化で

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ化を実施。

裏紙の使用を推進。

記録表の記載を徹底,

教育も実施した。

ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ運転に努めた

設備からのｵｲﾙ漏れ

訓練の実施

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰの変更を完了

各種変更届も提出済。

ﾚｲｱｳﾄ見直しを実施

　　　　　→10工場

化審法改正に伴い

ﾒｰｶｰにSDSを依頼済

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを

取ることができた

環境

コミュニ

ケーション

化学物質

環境に配慮した

モノ作り

環境経営

省

エ

ネ

(

排

出

C

O

2

の

削

減

）

工場

事務所

社用車

リフト

省

資

源

化

廃棄物

削減

評価区分 具体的な取組内容 コメント
次年度の

活動目標

【次年度の環境経営計画】

おおよそ計画通りの活動ができました。次年度も引き続き取り組みを継続させていきます。

「間引き照明の実施」について、日本語の習得具合にバラつきがあるため、

活動の意図が伝わっていない部分がありました。

掲示物の表記言語を増やすなどして、周知がいきわたるようにします。

間引き照明の実施 △

大原工場のLED化を図る ○

5S活動の実施 ○

デンマンド監視でピークシフトを実施する ○

空調機のフィルターの定期清掃（3か月に1回） ○

エアコンの設定温度を冬季20℃・夏季28℃に設定（周知） ○

不必要なアイドリングの禁止 ○

急発進・急加速の禁止 ○

運転日報（日常点検表）の記載 ○

始業前点検記録表の記載 ○

安全運転講習で省エネ運転の教育実施 ○

会議用資料や議事録は書面で管理せず、メールでやり取りする ○

コピー用紙の両面使用 ○

封筒の再利用 ○

一般廃棄物の重量測定・記録を行い、廃棄物削減を意識付ける ○

電子帳票化へ向けてメーカーと打ち合わせ ○

紙コップの使用削減の呼びかけ表示をする ○

ペーパータオル使用削減の呼びかけ表示をする ○

会議用資料の電子化を行い、ペーパーレス化を実施 ○

設備の油漏れ改善を行い、使用作動油の削減を試みる ○

工程の見直しを行い、工程内不良削減による排出廃油の削減を図る ○

水使用削減 節水呼びかけの表示をする ○ 多言語表記にした 継続

粗材メーカーと材料不良発生に対するコミュニケーションを取る ○

顧客と製品荷姿（収容数）についてのコミュニケーションを取る ○

使用化学物質のSDS入手と保管 ○

購入量・使用量の把握 ○

コンプレッサーの変更・管理（インバータ管理機） ○

レイアウト見直しによる電力使用量の削減 ○

コンプレッサーの届出・変更届（騒音規制・振動規制） ○

環境事故発生時の訓練の実施 ○

環境経営方針の周知の為、社員教育を計画する ○

継続

継続

継続

環境経営計画の取組結果とその評価 及び次年度の目標

継続

継続

継続

継続

継続

計画的に実施できた。

間引き照明については

「多言語化」が必須

社員への周知を徹底。

表示数を増やし、

大きく表示した。

社内会議ｵﾝﾗｲﾝ化で

ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ化を実施。

裏紙の使用を推進。

記録表の記載を徹底,

教育も実施した。

ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞ運転に努めた

設備からのｵｲﾙ漏れ

訓練の実施

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰの変更を完了

各種変更届も提出済。

ﾚｲｱｳﾄ見直しを実施

　　　　　→10工場

化審法改正に伴い

ﾒｰｶｰにSDSを依頼済

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを

取ることができた

環境

コミュニ

ケーション

化学物質

環境に配慮した

モノ作り

環境経営

省

エ

ネ

(

排

出

C

O

2

の

削

減

）

工場

事務所

社用車

リフト

省

資

源

化

廃棄物

削減

評価区分 具体的な取組内容 コメント
次年度の

活動目標
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環境経営活動の紹介

電気・エアコンのスイッチ上部に表示をして、意識付けをした

個人に配布し、デスクの

見えるところに貼ってもらった

事務所の表示サイズを大きく

A8からA4サイズへ

社長!!

まずは社員の意識付けを

徹底させましょう!!
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環境経営活動の紹介

デマンド管理で、既定の電力量をオーバーすると警告音

節水の表示を多言語化

（日本語・英語・ポルトガル語）

フォークリフトの動力を

ガソリンから電気へ

他工場との会議をオンライン化して

社用車の使用頻度を減らした
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作成日：

作成者：

原因

大雨

設備

火災

一般

火災

訓練日

2023/4/5

「火災発生時の行動基準」

に従い行動をとる

①発見者は大声でみんなに知らせる

②責任者は119へ通報

③安全を確保できる状態ならば初期消火に努める

「油が漏れた場合の対応手順」

に従い行動をとる

※評価と改善策

　「設備からのオイル漏れ」に対する訓練を行った。

　今回の訓練は手順書に沿った行動をとれるかを重視し、口頭での教育後に現場で実地確認を行った。

　改善点は「手順書」が日本語表記のみで多言語化ができていない点。順次作成して掲示していく。

対応の手順

設備からのオイル漏れ 設備トラブル

・手順書の理解度・正しい行動がとれるかを確認

・「オイルキャッチャー エマージェンシーキット」の設置場所の確認

・敷地外への油流出がないか？を巡回して確認

考えられる原因

地震

集塵機

①震災発生時には自身の安全確保

②揺れが収まったら 重傷者がいないか確認

③油漏れ発見者は管理監督者を呼ぶ

④「ｵｲﾙｷｬｯﾁｬー ｴﾏー ｼ゙ ｪﾝｼー ｷｯﾄ」で油漏れ箇所をせき止める

⑤漏れ出した油を吸着マットやウエスで清掃

⑥責任者は周辺に漏れ出していないか確認する

⑦油が敷地内に漏れた場合は手順書に従い行動する

設備

油類の

保管場所

事務所

手順書

大気汚染・消火による土壌

大気汚染・消火による土壌

【訓練記録】

想定される緊急時の状況 訓練内容

2023/4/7
◆想定される環境上の緊急事態について、

　環境への影響を最小限にくい止めること・内外への連絡を円滑に行うこと・可能な範囲で事前に想定・準備すること。

　また、定期的にその訓練を行い、緊急事態の発生後や訓練後は対応の評価と改善策を行う。

事務局

環境上の緊急対策

【緊急時対策】

危険源

油類の

保管場所

廃油の

保管場所

工場内への浸水によって油が流出

廃油ポリタンクの破損による油漏れ

揺れ・転倒での蓋外れによる液漏れ

揺れによる油類の漏れ

想定される緊急事態（環境リスク）

【油が漏れた場合の対応手順】敷地外流出の場合

手順

①
※必ず安全を確認してから設備を停止させること

手順

②

手順

③

手順

④

※応援を呼ぶ

手順

⑤-1

⑤-2

手順

⑥

〒432-8023　浜松市中区鴨江三丁目1-10　 鴨江分庁舎浜松市役所環境部環境保全課

【水質汚濁事故連絡先】

生産本部 流出した油の特定を行い、SDSを準備

誰が 何をする

総務 拡散状況により関係機関に連絡する

監督者 拡散防止措置を行い、敷地外流出を最小限にする

誰が 何をする

総務 工場周辺水路マップを元に油の流出範囲を確認

FAX：050-3606-4363電話：053-453-6144

誰が 何をする

発見者 油が漏れている設備を停止させる

誰が 何をする

発見者 監督者を呼ぶ　→　生産本部に連絡

誰が 何をする

監督者 「オイルキャッチャー エマージェンシーキット」を準備

誰が 何をする

KT-100

(オイルフェンス用)

NK-4050

(油液吸着用)

オイルフェンス用の処理キットでオイルを囲み、吸着用でオイルを吸着する

保管場所

87.6 ℓ

30 ℓ

36 ℓ

21.6 ℓ

吸着量　：

KB-500(排水溝用）
2 個

吸着量　：

KT-100(オイルフェンス用)
6 本

吸着量　：

保管場所 出荷場北側　空パレ置き場の裏

ｵｲﾙｷｬｯﾁｬｰ

ｴﾏｰｼﾞｪﾝｼｰｷｯﾄ

※予備品は北側貨車

NK-4050(油液吸着用）
60 枚

吸着量　：

SB-30(油液吸着・ふき取り用)
50 枚

「油漏れはまず回収」が鉄則!!
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　　環境関連法規制等の順守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

　　なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

◆評価の結果 並びに　違反・訴訟等の有無

大

河

内

評価日

本社 浅羽 大原

特定施設の届出 コンプレッサー（本社3台, 浅羽3台, 大原5台） ○ 該当なし ○

届出内容の変更の有無 届出内容に変更があった場合は変更届出書を提出 該当なし 該当なし 該当なし

基準値の遵守

（第2種区域）
本社・大原・浅羽の騒音測定を実施 ○ ○ ○

特定施設の届出 コンプレッサー（本社3台, 浅羽3台, 大原5台） ○ 該当なし ○

届出内容の変更の有無 届出内容に変更があった場合は変更届出書を提出 該当なし 該当なし 該当なし

消防法 少量危険物取扱届出書
【浅羽工場】袋井消防署に届出済。

取り扱いがなくなった場合は廃止届出書を提出する
該当なし ○ 該当なし

事業系一般ごみ 市政が許可した一般廃棄物収集運搬許可業者へ収集を委託 ○ ○ ○

産業廃棄物の適正保管 保管基準の遵守・保管場所の表示 ○ ○ ○

産業廃棄物の委託処理 処理業者との契約書の締結 ○ ○ ○

マニフェストの交付・保管 ○ ○ ○

Ｄ表・E表の期間内返却確認 ○ ○ ○

マニフェスト交付状況の報告
6/30までに報告書を提出

（浜松市・西部健康福祉センター）

23.6月

実施済

23.6月

実施済

23.6月

実施済

産業廃棄物

管理責任者の設置
各工場で1名「産業廃棄物管理責任者」を設置 ○ ○ ○

最終処分施設の実地確認
「ﾐﾀﾞｯｸ」「ｺｰｼﾝｻｰﾋﾞｽ」「太洋ｻｰﾋﾞｽ」

優良認定業者へ委託
○ ○ ○

エアコンの簡易点検 3か月に1回の簡易点検実施 ○ ○ ○

エアコンの廃棄時

フロン回収業者への引き渡し

フロン類の回収依頼書 又は 委託確認書の発行

→引取証明書の保管

該当なし 該当なし 該当なし

対象家電の処分時

対象家電の買い替え時

浄化槽法
清掃、定期点検、

水質検査の実施

・大原工場と浅羽工場が対象

・本社工場は下水道処理区域内であることから対象外
該当なし ○ ○

確認者

騒音規制法

静岡県生活環境の保全等に

関する条例

環境関連法規等の取りまとめ

遵守結果
当社の適用 及び対応遵守事項 又は規制基準環境関連法令名

2023/5/22

振動規制法

静岡県生活環境の保全等に

関する条例

静岡県産業廃棄物の

適正処理に関する条例

浜松市産業廃棄物の

適正処理に関する条例

該当なし該当なし該当なし

マニフェスト管理

廃棄物処理法

廃棄物の処理及び清掃に関

する法律

フロン排出抑制法

・購入店に引取を依頼

・特定家庭用機器廃棄物管理票の交付・3年間保管

　　対　象：エアコン（室外機を含む）/テレビ/冷蔵庫

　　対象外：天井埋め込み式エアコン・スポットクーラー

家電リサイクル法

大

河

内
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作成

1

2

3

4

5

6

7

8

変更の

必要性

1 有 ・ 無

2 有 ・ 無

3 有 ・ 無

4 有 ・ 無

5 有 ・ 無

6 有 ・ 無

代表者による全体の評価と見直し

代表取締役社長　三浦桂路

株式会社サンレックス

2023年5月18日

エコアクション21文書 記録・文書として作成しました。

主に電力使用量にてCO2総排出量が未達。

継続して取り組みます。

記載した遵守事項に問題なし。

今後も法規制の最新版のチェックを実施していきます。

特に問題ありませんでした。

2023/5/23

環境経営目標 及び 目標達成状況

環境経営計画 及び 取り組み実施状況

その他（　教育　　　　　） 環境経営計画の周知を徹底しました。

見

直

し

関

連

情

報

項目 確認（評価・コメント　など）

環境関連法規要求一覧 及び 遵守状況

外部コミュニケーション・対応記録

問題点の是正・予防措置の実施状況 マニュアルの多言語化を進めていきます。

取引先、業界、関係行政機関、その他外部動向 主要取引先指導の下、BCPを進めていきます。

代

表

者

に

よ

る

全

体

評

価

・

見

直

し

指

示

「エコアクション21の取得」に向けて活動を始めました。

何をすればいいか？右も左もわからない状態で飛び込んだ活動でしたが後の「環境管理責任者」となる担当者の選任に

始まり、地域事務局のセミナー受講、組織の立ち上げ、現状の把握や目標の設定など、形が整っていくにつれて

会社としての士気向上にも繋がっていきました。

　エコアクション活動で最も大事なことは 環境への悪影響を少しでも減らすことです。

しかし、会社としては利益がでないと成り立ちません。社員の士気が向上した事で会社に活気、若い世代の

リーダーシップが育ちました。これは会社にとって大きな利益です。今後の成長も期待できます。

　会社経営をする中で 私が最も重要視していることは「人財」です。エコアクション活動は「環境」を守りつつ

「人財」を育てることができるとても意義のある活動だと感じます。

　3カ月の試行期間を終えて、肝心な目標に対する実績の評価はバツが多くなる結果となりました。

その報告を受けたとき 社長として私はがっかりしてしまいました。

しかし環境管理責任者からは次の目標を見据えた次の言葉がでてきたのです。

　「社長！3カ月で結果を出すのは難しいですよ。でも社員への意識付けはしっかりできています。

もっとデータを細かく分析して結果を出しましょう！」何とも頼もしい姿である。

今後も環境経営への取組を継続し会社全体で「環境」を考えて行きたいと思います。

最後に 地域事務局の方々 これまでご指導いただいた先生方には　深くお礼申し上げます。

誠にありがとうございました。

「有」の場合の指示事項など

LPガス・灯油は目標を「適正使用」とする

変更なし

変更なし

変更なし

見直し項目

環境経営方針

環境経営目標

環境経営計画

環境に関する組織（実施体制含め）

その他システム要素

その他（外部への対応）
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